
１
-
は
じ
め
に

　
兵
庫
県
を
中
心
と
し
て
関
西
地
方
を
襲
っ
た
巨
大

地
震
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
の
予
測
を
超
え
る
す
さ
ま

じ
い
ほ
ど
の
大
規
模
な
被
害
が
発
生
し
、
多
く
の
市

民
が
ひ
し
め
く
大
都
市
に
と
っ
て
は
、
初
め
て
と
言

え
る
ほ
ど
の
試
練
と
な
っ
た
。

　
災
害
発
生
後
、
市
内
の
各
地
で
発
生
し
た
火
災
の

消
火
活
動
や
、
倒
壊
し
た
建
物
の
中
に
閉
じ
込
め
ら

れ
た
人
々
の
救
出
活
動
等
の
取
り
組
み
が
、
多
く
の

自
治
体
等
か
ら
の
応
援
を
含
め
て
、
最
優
先
の
緊
急

対
策
と
し
て
行
わ
れ
て
き
た
。

　
こ
の
よ
う
に
「
い
か
に
生
存
す
る
か
」
と
い
う
状

況
の
中
で
、
一
方
で
は
現
実
的
な
問
題
と
し
て
、
多

数
の
生
存
者
や
避
難
住
民
の
ト
イ
レ
対
策
に
つ
い
て

も
、
被
災
都
市
と
し
て
早
急
な
対
応
を
迫
ら
れ
る
こ

と
と
な
っ
た
。

　
そ
の
後
、
一
部
で
は
復
興
へ
向
け
て
倒
壊
し
た
建

物
等
の
撤
去
作
業
も
始
ま
り
、
仮
設
住
宅
の
建
設
な

ど
「
い
か
に
生
活
を
確
保
す
る
か
」
と
い
っ
た
、
都

市
機
能
の
回
復
を
目
指
し
た
様
々
な
活
動
が
展
開
さ

れ
て
き
た
。

　
こ
う
し
た
中
で
、
市
街
地
の
各
所
に
は
通
常
の
家

庭
ご
み
の
ほ
か
に
、
建
物
等
の
損
壊
に
伴
い
壊
れ
た

家
財
道
具
等
の
粗
大
ご
み
や
瓦
牒
類
等
が
大
量
に
排

出
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
衛
生
的
な
環
境
の
保
持
と
、

円
滑
な
復
旧
活
動
に
支
障
が
生
じ
な
い
よ
う
に
す
る

た
め
、
こ
れ
ら
の
「
ご
み
を
ど
う
処
理
し
て
い
く
か
」

が
大
き
な
問
題
と
し
て
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
き

た
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
横
浜
市
環
境
事
業
局

と
し
て
は
「
ト
イ
レ
対
策
に
係
る
応
援
」
及
び
「
ご

み
収
集
活
動
の
応
援
」
に
つ
い
て
対
応
し
て
き
た
が
、

こ
れ
ら
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

２
－
仮
設
ト
イ
レ
等
の
搬
入

　
神
戸
市
に
お
い
て
は
、
大
地
震
発
生
後
、
断
水
等

に
よ
り
水
洗
ト
イ
レ
の
使
用
が
で
き
な
く
な
っ
た
た

め
、
避
難
場
所
等
で
ト
イ
レ
対
策
の
問
題
が
生
じ
て

き
た
。

　
本
市
環
境
事
業
局
で
は
、
阪
神
地
方
の
被
害
状
況

か
ら
応
援
が
必
要
と
判
断
し
、
バ
キ
ュ
ー
ム
車
の
派

遣
あ
る
い
は
災
害
用
仮
設
ト
イ
レ
（
注
①
）
、
移
動

ト
イ
レ
（
注
②
）
の
提
供
や
、
ご
み
収
集
の
応
援
等

の
準
備
を
進
め
て
き
た
が
、
被
災
地
へ
の
応
援
に
つ

い
て
は
個
別
対
応
で
な
く
、
現
地
の
状
況
や
要
請
内

容
に
沿
っ
た
対
応
が
必
要
な
た
め
、
厚
生
省
等
を
窓

口
と
し
た
調
整
に
基
づ
き
対
応
す
る
こ
と
と
し
た
。

　
こ
う
し
た
中
で
、
一
月
二
十
日
、
厚
生
省
環
境
整

備
課
か
ら
当
局
に
対
し
て
「
仮
設
ト
イ
レ
を
至
急
神

戸
市
に
搬
送
し
て
ほ
し
い
」
旨
の
要
請
が
あ
っ
た
。

ア
　
搬
送
し
た
機
材

災
害
用
仮
設
ト
イ
レ
　
　
　
　
　
　
三
十
基

移
動
ト
イ
レ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
台

ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
　
　
千
三
百
五
十
ロ
ー
ル

（
前
記
ト
イ
レ
を
牽
引
車
二
台
で
搬
送
し
た
際
に
、

空
い
た
ス
ペ
ー
ス
に
積
み
込
ん
だ
）

イ
　
搬
送
先

兵
庫
県
環
境
整
備
課
と
調
整
し
た
結
果
、
神
戸
市

の
し
尿
業
務
を
所
管
し
て
い
る
神
戸
市
環
境
局
高
松

事
業
所
（
兵
庫
区
高
松
町
）
へ
搬
入
し
た
。

ウ
　
搬
送
者

環
境
事
業
局
北
部
事
務
所
副
所
長
及
び
職
員
、
合

計
五
名
を
派
遣

工
　
搬
入
日
程

一
月
二
十
日
（
金
）
二
十
二
時
　
北
部
事
務
所
出

発

一
月
二
十
一
日
（
土
）
十
三
時
　
現
地
到
着

オ
　
搬
入
し
た
ト
イ
レ
の
活
用
状
況

本
市
が
提
供
し
た
移
動
ト
イ
レ
に
つ
い
て
は
、
環

境
局
高
松
事
業
所
と
長
田
区
の
駒
ケ
林
南
公
園
（
避

難
場
所
）
で
市
民
の
利
用
に
供
さ
れ
て
お
り
、
仮
設

ト
イ
レ
三
十
基
は
約
五
百
ケ
所
あ
る
避
難
場
所
の
一

部
に
配
布
し
、
活
用
さ
れ
て
い
る
。

３

ご
み
・
ト
イ
レ
関
係
か
ら
見
た
神
戸
市

の
状
況
調
査

１
－
は
じ
め
に

２
ｌ
仮
設
ト
イ
レ
等
の
搬
入

３
－
ご
み
・
ト
イ
レ
関
係
か
ら
見
た
神
戸
市

の
状
況
調
査
・

４
－
ご
み
収
集
応
援
活
動
隊
の
派
遣
に
際
し

て
の
事
前
準
備
等

５
－
現
地
で
の
活
動
状
況

６
－
派
遣
中
の
後
方
支
援

７
ｌ
今
後
の
災
害
対
策
に
生
か
す
べ
き
対
策

８
－
お
わ
り
に

注
①
災
害
用
仮
設
ト
イ
レ

　
災
害
時
に
応
急
的
措
置
が
可
能
な
よ
う

に
、
便
槽
用
の
穴
を
掘
っ
て
、
そ
の
上
に

テ
ン
ト
型
の
覆
い
を
し
た
ト
イ
レ
で
、
縦

横
一
・
二
五
ｍ
、
高
さ
一
・
八
ｍ
。
テ
ン

ト
等
の
部
品
を
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
形
式
で

収
納
し
、
床
板
は
手
提
げ
形
式
で
収
納
で

き
る
も
の
で
、
一
人
で
一
式
を
運
搬
す
る

こ
と
が
可
能
。
利
用
可
能
人
員
は
五
百
人

／
日
・
基
。
全
市
で
六
百
三
十
六
基
保
有

（
広
域
避
難
場
所
一
か
所
に
六
基
保
管
）
。

注
②
移
動
ト
イ
レ

　
道
路
運
送
車
両
法
に
基
づ
く
車
両
で
、

牽
引
車
に
よ
り
運
搬
し
、
現
地
で
固
定
し

て
使
用
す
る
。
設
備
は
大
便
器
、
小
便
器

が
各
二
基
と
手
洗
い
装
置
を
備
え
て
お
り
、

便
槽
は
七
百
リ
ッ
ト
ル
（
約
三
千
五
百
回

分
）
と
大
容
量
と
な
っ
て
い
る
。
サ
イ
ズ

は
全
長
三
・
八
六
ｍ
、
全
幅
一
・
八
五
ｍ
、

全
高
二
・
七
五
ｍ
。
横
浜
市
で
は
合
計
四

台
保
有
し
て
い
る
。
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前
記
の
災
害
用
ト
イ
レ
の
搬
送
を
行
っ
た
職
員
か

ら
の
被
災
地
の
状
況
報
告
や
、
テ
レ
ビ
、
新
聞
等
の

マ
ス
コ
ミ
を
通
じ
て
の
報
道
内
容
に
接
し
、
環
境
事

業
局
に
お
い
て
は
「
横
浜
市
に
同
様
の
災
害
が
発
生

し
た
場
合
、
ど
の
よ
う
に
対
応
す
べ
き
か
」
に
つ
い

て
、
あ
ら
た
め
て
早
急
に
検
討
す
る
必
要
性
を
強
く

認
識
し
た
。

　
こ
の
た
め
、
大
災
害
時
に
お
け
る
環
境
事
業
局
と

し
て
の
具
体
的
か
つ
効
果
的
な
対
応
策
の
検
討
を
行

う
た
め
、

①
ト
イ
レ
対
策
及
び
し
尿
収
集
の
検
討

②
大
災
害
発
生
後
の
ご
み
の
排
出
状
況
及
び
収
集

　
　
対
策
の
検
討

を
中
心
テ
ー
マ
と
し
て
、
こ
れ
ら
に
関
係
す
る
総
務

課
長
、
計
画
課
長
、
業
務
第
一
課
長
、
業
務
第
二
課

長
の
四
名
を
神
戸
市
に
派
遣
し
、
被
災
地
の
実
態
を

直
に
把
握
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

・
調
査
実
施
日
　
一
月
二
十
五
日
～
二
十
七
日

・
調
査
地
域
　
　
神
戸
市
東
灘
区
、
灘
区
、
中
央
区
。

兵
庫
区
、
長
田
区

　
な
お
、
調
査
に
あ
た
っ
て
は
、
災
害
対
策
に
忙
殺

さ
れ
て
い
る
神
戸
市
役
所
に
負
担
を
か
け
な
い
こ
と

を
前
提
と
し
て
実
施
し
た
。
し
か
し
実
際
に
現
地
へ

行
っ
て
み
た
結
果
、
我
々
の
当
初
の
予
想
を
は
る
か

に
超
え
る
被
害
状
況
を
目
の
あ
た
り
に
し
て
、
単
に

足
で
歩
き
回
っ
て
調
査
す
る
だ
け
で
は
市
全
体
の
正

確
な
実
態
の
把
握
は
困
難
で
あ
る
こ
と
や
、
こ
の
段

階
で
は
関
西
に
比
較
的
近
い
大
都
市
か
ら
の
ご
み
収

集
等
の
応
援
活
動
が
行
わ
れ
て
い
た
と
は
い
え
、
こ

れ
ま
で
に
見
た
こ
と
も
な
い
ほ
ど
の
ご
み
の
山
を
目

の
前
に
し
て
、
こ
れ
だ
け
で
は
と
て
も
対
応
し
き
れ

な
い
状
態
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
認
識
さ
せ
ら
れ
た
。

　
こ
の
た
め
、
神
戸
市
環
境
局
を
訪
問
し
て
、
災
害

対
策
業
務
に
支
障
の
な
い
程
度
の
時
間
を
割
い
て
い

た
だ
き
、
市
全
体
の
ご
み
・
し
尿
収
集
業
務
を
統
括

し
て
い
る
業
務
課
長
か
ら
実
情
を
聴
取
し
た
。

　
災
害
発
生
後
十
日
目
段
階
ま
で
の
神
戸
市
の
状
況

を
調
査
し
た
結
果
及
び
業
務
課
長
か
ら
聴
取
し
た
内

容
は
次
の
と
お
り
で
あ
っ
た
。

①
－
市
内
の
ご
み
の
排
出
状
況

　
市
内
で
引
き
続
き
生
活
し
て
い
る
地
域
や
避
難
所

付
近
の
ご
み
の
集
積
場
所
に
は
、
通
常
の
家
庭
ご
み

の
ほ
か
に
、
建
物
の
被
害
に
よ
っ
て
壊
れ
た
冷
蔵
庫
・

テ
レ
ビ
・
た
ん
す
・
机
・
椅
子
・
畳
・
焼
け
た
布
団

等
の
粗
大
ご
み
等
の
雑
多
な
ご
み
で
あ
ふ
れ
て
い
る

状
態
で
あ
る
が
、
比
較
的
整
然
と
排
出
さ
れ
て
い
た
。

　
ま
た
、
各
所
で
建
物
が
倒
・
損
壊
し
て
お
り
、
特

に
木
造
家
屋
の
損
壊
に
よ
る
廃
材
や
瓦
礫
等
が
大
量

に
散
乱
し
て
い
た
。

②
－
仮
設
ト
イ
レ
の
設
置
及
び
し
尿
収
集
状
況

　
公
園
内
の
常
設
の
ト
イ
レ
は
、
断
水
の
た
め
大
量

の
排
せ
つ
物
が
便
器
を
ふ
さ
い
で
い
る
状
態
の
た
め
、

使
用
で
き
な
い
状
態
と
な
っ
て
い
る
。

　
神
戸
市
で
は
、
発
災
後
二
日
目
か
ら
一
月
二
十
六

日
ま
で
に
、
避
難
場
所
を
は
じ
め
住
宅
地
の
小
公
園

や
、
道
路
の
緑
地
帯
部
分
等
に
約
千
六
百
基
の
便
槽

付
仮
設
ト
イ
レ
の
設
置
を
行
っ
て
い
る
が
、
全
体
と

し
て
は
仮
設
ト
イ
レ
が
不
足
し
て
い
る
状
態
で
あ
っ

た
。

　
汲
み
取
り
作
業
は
、
市
が
保
有
の
十
九
台
と
、
全

国
環
境
整
備
事
業
協
同
組
合
連
合
会
か
ら
の
五
台
の

合
わ
せ
て
二
十
四
台
の
バ
キ
ュ
ー
ム
車
に
よ
り
、
三

日
目
か
ら
水
洗
便
所
の
暫
定
使
用
個
所
及
び
仮
設
ト

イ
レ
を
対
象
に
作
業
を
再
開
し
て
お
り
、
車
両
、
機

緊
急
特
集
・
横
浜
市
職
員
が
見
た
阪
神
・
淡
路
大
震
災
②
現
地
派
遣
職
員
の
報
告

材
は
充
足
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

③
－
廃
棄
物
関
係
施
設
の
被
害
状
況

　
九
か
所
あ
る
収
集
事
務
所
の
建
物
と
ご
み
収
集
車

両
に
は
特
に
被
害
は
な
か
っ
た
。
一
方
、
五
か
所
の

ご
み
焼
却
工
場
は
、
。
地
震
直
後
断
水
等
に
よ
り
焼
却

不
能
と
な
っ
た
。
現
在
、
内
陸
部
の
二
か
所
は
稼
働

の
見
通
し
が
つ
い
た
が
、
臨
海
部
の
三
工
場
の
う
ち

二
工
場
は
、
プ
ラ
ン
ト
や
ス
ロ
ー
プ
の
破
損
に
よ
り

搬
入
で
き
な
い
た
め
、
神
戸
港
付
近
の
グ
ラ
ウ
ン
ド

に
ご
み
の
中
継
基
地
を
設
け
て
対
応
し
て
お
り
、
復

旧
に
一
か
月
近
く
か
か
る
見
込
み
。

④
－
ご
み
処
理
状
況
と
横
浜
市
へ
の
応
援
要
請

　
災
害
発
生
直
後
の
職
員
の
確
保
に
つ
い
て
は
、
交

通
機
関
の
被
害
や
職
員
自
身
の
被
災
等
の
た
め
半
分

以
下
で
、
九
日
目
に
な
っ
て
も
出
勤
率
は
悪
く
、
人

手
不
足
の
状
態
と
な
っ
て
い
る
。

　
ご
み
収
集
作
業
は
、
被
害
が
少
な
か
っ
た
西
部
方

面
の
三
区
で
は
三
日
目
か
ら
平
常
の
収
集
を
再
開
し

て
お
り
、
他
の
六
区
で
は
一
週
間
後
か
ら
収
集
作
業

に
入
れ
る
状
態
と
な
っ
た
が
、
神
戸
市
だ
け
で
は
対

応
し
き
れ
な
い
状
況
の
た
め
、
大
阪
市
、
京
都
市
、

和
歌
山
市
、
広
島
市
か
ら
合
計
三
十
二
台
の
収
集
車

と
約
九
十
人
が
応
援
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
収
集
し
て
も
次
か
ら
次
へ
と
排
出
さ
れ

る
た
め
、
市
中
の
ご
み
は
減
少
す
る
ど
こ
ろ
か
、
建

物
等
の
撤
去
や
整
理
が
進
む
に
つ
れ
て
逆
に
増
加
し

て
お
り
、
神
戸
市
の
ご
み
の
年
間
収
集
量
八
十
万
ト

ン
の
十
二
年
分
に
相
当
す
る
推
定
一
千
万
ト
ン
も
の

廃
棄
物
が
市
内
の
至
る
所
に
山
の
よ
う
に
排
出
さ
れ

て
い
る
窮
状
が
訴
え
ら
れ
、
他
都
市
か
ら
の
一
層
の

応
援
活
動
が
必
要
な
状
況
で
あ
っ
た
。

▲
移
動
ト
イ
レ
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こ
の
た
め
、
横
浜
市
や
東
京
都
等
の
他
都
市
に
も

応
援
を
要
請
し
た
い
意
向
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
横

浜
市
と
し
て
も
、
で
き
る
限
り
の
応
援
に
応
じ
る
用

意
が
あ
る
こ
と
を
伝
え
た
。

４

ご
み
収
集
応
援
活
動
隊
の
派
遣
に
際
し

て
の
事
前
準
備
等

　
一
月
二
十
七
日
、
神
戸
市
環
境
局
長
か
ら
横
浜
市

環
境
事
業
局
長
に
対
し
、
正
式
に
ご
み
収
集
活
動
の

応
援
要
請
が
あ
っ
た
。
こ
れ
に
基
づ
き
、
防
災
を
担

当
す
る
総
務
課
、
職
員
の
労
務
等
を
所
管
す
る
職
員

課
、
収
集
業
務
を
所
管
す
る
業
務
第
一
課
等
と
の
間

で
、
次
の
具
体
的
な
派
遣
計
画
の
検
討
を
行
っ
た
。

①
－
派
遣
計
画
の
基
本
的
考
え
方

ア
　
被
災
地
で
の
ご
み
収
集
等
の
緊
急
応
援
の
た
め
、

現
地
で
の
指
揮
・
命
令
下
に
入
っ
て
業
務
を
行
う
こ

と
と
す
る
。

イ
　
収
集
業
務
に
従
事
す
る
職
員
は
、
基
本
的
に
は

十
六
か
所
の
ご
み
収
集
事
務
所
の
中
か
ら
一
派
遣
期

間
に
つ
き
一
名
選
出
す
る
。

ウ
　
現
地
で
の
活
動
に
は
、
収
集
し
た
ご
み
を
工
場

や
処
分
地
へ
搬
送
す
る
業
務
も
含
ま
れ
る
た
め
、
六

か
所
の
輸
送
事
務
所
か
ら
も
職
員
を
選
出
す
る
。

エ
　
現
地
で
の
活
動
を
円
滑
に
実
施
す
る
に
は
、
車

両
等
の
機
材
の
故
障
等
に
も
備
え
る
必
要
が
あ
る
た

め
、
車
両
課
か
ら
も
職
員
を
選
出
す
る
。

オ
　
派
遣
す
る
職
員
全
員
が
収
集
・
搬
送
業
務
に
従

事
す
る
こ
と
と
す
る
。
こ
の
た
め
、
派
遣
隊
長
及
び

副
隊
長
は
経
験
豊
富
な
収
集
事
務
所
の
副
所
長
と
す

え
選
出
す
る
。

キ
　
派
遣
期
間
が
長
期
化
す
る
こ
と
も
予
測
さ
れ
る

た
め
、
第
二
次
派
遣
以
降
の
人
選
に
つ
い
て
は
、
あ

ら
か
じ
め
派
遣
す
る
事
務
所
の
順
番
を
決
め
て
お
く
。

等
を
決
定
し
た
。

　
な
お
、
今
回
の
応
援
措
置
に
つ
い
て
は
、
当
局
の

職
員
組
合
か
ら
も
積
極
的
な
理
解
を
得
た
。

②
－
派
遣
の
規
模

ア
　
派
遣
で
き
る
車
両
は
、
小
型
機
械
車
五
台
、
中

型
機
械
車
一
台
、
中
型
無
蓋
車
一
台
、
大
型
無
蓋
車

一
台
、
合
計
八
台
と
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
機
材
は
現
地
で
継
続
し
て
使
用
す
る
こ

と
と
し
、
派
遣
職
員
の
み
を
交
替
す
る
こ
と
と
し
た
。

イ
　
一
派
遺
期
間
の
職
員
数
は
十
七
名
と
し
、
メ
ン

バ
ー
編
成
は
原
則
と
し
て
収
集
事
務
所
か
ら
十
一
名
、

輸
送
事
務
所
及
び
車
両
課
か
ら
各
三
名
と
し
た
。

ウ
　
現
地
で
の
活
動
に
は
相
当
な
困
難
が
伴
う
こ
と

が
予
測
さ
れ
る
た
め
、
一
派
遣
期
間
は
一
週
間
を
超

え
な
い
期
間
と
し
、
状
況
を
見
な
が
ら
調
整
す
る
こ

と
と
し
た
。

③
－
出
発
前
の
準
備
内
容
及
び
携
行
資
材

ア
　
打
ち
合
わ
せ
会
の
開
催

　
各
隊
の
メ
ン
バ
ー
が
決
定
し
た
後
、
毎
回
出
発
前

に
全
員
を
集
め
て
打
ち
合
わ
せ
会
を
開
催
し
た
。

　
派
遣
隊
が
現
地
で
円
滑
な
活
動
が
で
き
る
よ
う
に

す
る
た
め
、
こ
の
打
ち
合
わ
せ
会
で
は
隊
員
全
員
に

被
災
地
の
状
況
を
で
き
る
だ
け
把
握
し
て
も
ら
え
る

よ
う
、
神
戸
市
の
ご
み
の
状
況
を
紹
介
し
た
内
容
の

テ
レ
ビ
の
ニ
ュ
ー
ス
番
組
の
ビ
デ
オ
の
視
聴
や
、
派

遣
中
の
隊
か
ら
の
情
報
に
つ
い
て
も
詳
細
に
伝
達
を

行
う
と
と
も
に
、
現
地
で
対
応
し
て
い
く
う
え
で
の

注
意
事
項
や
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
重
要
性
等
に
つ
い

て
確
認
し
合
っ
た
。

イ
　
携
行
資
材

　
各
隊
員
ご
と
に
携
行
す
る
も
の
と
し
て
は
、
一
週

間
分
の
作
業
服
・
下
着
類
・
防
寒
着
・
雨
合
羽
・
作

業
帽
・
安
全
靴
・
ヘ
ル
メ
ッ
ト
等
を
記
載
し
た
リ
ス

ト
を
作
成
し
、
漏
れ
の
な
い
よ
う
チ
ェ
ッ
ク
を
行
う

と
と
も
に
、
隊
と
し
て
は
、
皮
手
袋
・
軍
手
・
靴
下
・

タ
オ
ル
・
救
急
薬
品
・
防
塵
マ
ス
ク
・
自
炊
用
カ
セ
ッ

ト
コ
ン
ロ
・
水
缶
詰
等
、
活
動
に
必
要
な
物
資
を
携

行
し
た
。
ま
た
、
職
員
の
病
気
や
怪
我
の
場
合
に
備

え
て
臨
時
保
険
証
を
用
意
し
た
。

　
な
お
、
携
行
資
材
は
、
当
初
の
第
一
次
隊
に
つ
い

て
は
、
現
地
で
使
用
す
る
収
集
車
両
で
移
動
し
た
た

め
、
他
の
物
資
を
大
量
に
携
行
で
き
な
か
っ
た
が
、

第
二
次
隊
以
降
に
つ
い
て
は
、
派
遣
中
の
隊
か
ら
の

状
況
報
告
を
参
考
に
、
各
派
遣
隊
ご
と
に
毎
回
調
整

し
、
必
要
と
す
る
物
を
携
行
し
た
。
特
に
第
二
次
隊

の
活
動
時
期
ま
で
の
こ
ろ
は
現
地
が
断
水
状
態
で
あ
っ

た
た
め
、
大
量
の
水
を
ポ
リ
タ
ン
ク
等
に
詰
め
込
ん

で
搬
送
し
、
有
効
に
使
用
し
た
。

④
－
現
地
ま
で
の
交
通
手
段
、
宿
泊
場
所

　
第
一
次
隊
の
派
遣
に
あ
た
っ
て
は
、
十
七
名
の
隊

員
が
現
地
で
使
用
す
る
八
台
の
車
両
に
分
乗
し
て
市

役
所
を
出
発
し
た
が
、
第
二
次
隊
以
降
の
派
遣
及
び

横
浜
市
へ
の
帰
着
方
法
に
つ
い
て
は
、
毎
回
、
各
種

の
資
材
を
輸
送
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
車
両
課
を

出
発
及
び
到
着
の
基
地
と
し
た
。

　
隊
の
交
替
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
出
発
隊
は
毎
週
土

曜
日
の
朝
出
発
し
、
同
日
の
夕
方
か
ら
夜
に
か
け
て

現
地
の
宿
泊
場
所
に
到
着
し
、
直
ち
に
引
き
継
ぎ
を

行
っ
た
う
え
で
、
任
務
が
終
了
し
た
隊
は
、
折
り
返

ごみの収集活動
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る
。

カ
　
派
遣
す
る
職
員
は
、
各
所
属
長
等
と
調
整
の
う



し
横
浜
に
向
け
て
出
発
し
、
翌
日
曜
日
の
早
朝
に
到

着
す
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
し
た
。

　
派
遣
隊
の
宿
泊
場
所
に
つ
い
て
は
、
隊
の
主
な
任

務
が
神
戸
市
長
田
区
内
の
ご
み
収
集
に
つ
い
て
、
神

戸
市
環
境
局
長
田
事
業
所
の
職
員
と
合
同
で
行
う
こ

と
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
同
事
業
所
内
に
継
続
し
て

宿
泊
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
な
お
、
派
遣
職
員
の
輸
送
手
段
に
つ
い
て
は
、
毎

回
交
通
局
か
ら
観
光
バ
ス
を
提
供
し
て
い
た
だ
き
、

職
員
の
交
替
や
物
資
の
輸
送
に
つ
い
て
も
非
常
に
効

率
的
か
つ
円
滑
に
行
う
こ
と
が
で
き
た
が
、
特
に
昼

夜
を
徹
し
て
バ
ス
の
運
転
に
従
事
し
て
い
た
だ
い
た

職
員
の
方
々
を
は
じ
め
、
交
通
局
の
皆
様
に
こ
の
誌

面
を
お
借
り
し
て
厚
く
御
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

５
－
現
地
で
の
活
動
状
況

　
発
災
後
の
市
内
で
の
廃
棄
物
の
状
況
は
、
倒
壊
し

た
建
物
等
が
道
路
を
ふ
さ
い
で
い
る
所
に
集
中
し
て

排
出
さ
れ
て
お
り
、
交
通
障
害
に
拍
車
が
か
か
っ
て

い
る
状
態
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
建
物
の
撤
去
等
が

始
ま
っ
た
こ
と
に
伴
い
、
大
量
の
瓦
礫
が
排
出
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
、
こ
れ
ら
の
廃
棄
物
を
早
急
に
撤
去

し
な
い
と
復
旧
へ
の
障
害
と
な
り
か
ね
な
い
た
め
、

神
戸
市
環
境
局
の
方
針
は
、
ま
ず
、
交
通
を
確
保
す

べ
く
大
き
な
集
積
場
所
を
優
先
的
に
収
集
す
る
こ
と

で
あ
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
な
中
で
、
神
戸
市
環
境
局
と
調
整
し
た

結
果
、
横
浜
市
の
派
遣
隊
の
主
な
任
務
に
つ
い
て
は

火
災
に
よ
る
被
害
が
最
も
多
か
っ
た
長
田
区
内
の
ご

み
収
集
を
、
神
戸
市
環
境
局
長
田
事
業
所
の
職
員
と

合
同
で
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。
（
写
真
）

①
－
活
動
期
間

・
第
一
次
隊

　
一
月
二
十
九
日
（
日
）
十
時
出
発

　
一
月
二
十
九
日
（
日
）
二
十
二
時
二
十
分
　
長
田

　
事
業
所
に
到
着

　
一
月
三
十
日
（
月
）
～
二
月
四
日
（
土
）
延
六
日

　
間
作
業
に
従
事

・
第
二
次
隊

　
二
月
五
日
（
日
）
～
二
月
十
一
日
（
土
）
延
七
日

　
間
作
業
に
従
事

・
第
三
次
隊

　
二
月
十
二
日
（
日
）
～
二
月
十
八
日
（
土
）
延
七

　
日
間
作
業
に
従
事

・
第
四
次
隊

　
二
月
十
九
日
（
日
）
～
二
月
二
十
五
日
（
土
）
延

　
七
日
間
作
業
に
従
事

・
第
五
次
隊

　
二
月
二
十
六
日
（
日
）
～
三
月
四
日
（
土
）
延
七

　
日
間
作
業
に
従
事

　
今
後
の
予
定

・
第
六
次
隊

　
三
月
五
日
（
日
）
～
三
月
十
一
日
（
土
）

・
第
七
次
隊

　
三
月
十
二
日
（
日
）
～
三
月
十
七
日
（
金
）
で
終

　
了
予
定

②
－
活
動
エ
リ
ア

　
収
集
業
務
は
小
型
・
中
型
機
械
車
六
台
を
使
用
し

て
長
田
区
内
の
ご
み
収
集
作
業
に
従
事
。

　
輸
送
業
務
は
中
型
・
大
型
無
益
車
二
台
に
よ
り
ご

み
の
臨
時
中
継
所
と
し
て
使
用
し
て
い
る
中
央
区
の

小
野
浜
公
園
等
を
基
地
と
し
て
、
西
区
の
布
施
畑
環

境
セ
ン
タ
ー
、
北
区
の
淡
河
環
境
セ
ン
タ
ー
（
処
分

緊
急
特
集
・
横
浜
市
職
員
が
見
た
阪
神
・
淡
路
大
震
災
②
現
地
派
遣
職
員
の
報
告

地
）
等
へ
の
搬
入
に
従
事
。

③
－
作
業
方
法
及
び
状
況

ア
　
収
集
活
動
エ
リ
ア
の
状
況

　
神
戸
の
市
内
は
海
か
ら
山
に
向
か
っ
て
な
だ
ら
か

な
丘
陵
地
で
、
長
田
区
も
同
様
の
地
形
で
あ
る
。
メ

イ
ン
道
路
以
外
は
比
較
的
狭
い
通
り
で
坂
道
が
多
い

街
並
み
で
あ
る
。
道
路
は
各
所
で
地
割
れ
が
生
じ
て

お
り
、
倒
壊
し
た
建
物
や
塀
が
道
路
を
遮
断
し
て
い

る
状
況
で
、
そ
こ
に
追
い
討
ち
を
か
け
る
よ
う
に
大

量
の
廃
棄
物
が
排
出
さ
れ
る
た
め
、
ま
す
ま
す
交
通

障
害
に
拍
車
が
か
か
っ
て
い
た
。

　
ま
た
、
復
旧
が
進
む
に
つ
れ
、
市
民
が
避
難
先
か

ら
自
宅
へ
戻
っ
て
き
て
、
後
片
付
け
を
始
め
て
い
る

た
め
、
日
を
追
う
ご
と
に
ご
み
が
増
加
し
て
い
る
状

況
で
あ
っ
た
。

イ
　
廃
棄
物
の
種
類

　
ご
み
の
種
類
は
、
生
ご
み
、
粗
大
ご
み
、
陶
器
等

の
壊
れ
た
生
活
用
品
、
瓦
牒
、
壁
土
、
ガ
ラ
ス
類
、

建
築
廃
棄
物
等
の
様
々
な
物
が
混
在
し
て
い
た
た
め
、

収
集
作
業
に
際
し
て
は
細
心
の
注
意
が
必
要
で
あ
っ

た
。

ウ
　
ご
み
収
集
方
法

　
ご
み
収
集
に
つ
い
て
は
、
収
集
車
一
台
に
派
遣
隊

二
名
と
、
道
案
内
を
兼
ね
て
神
戸
市
の
職
員
一
名
が

乗
車
し
て
作
業
す
る
方
法
で
取
り
組
む
こ
と
に
な
っ

た
が
、
神
戸
市
の
職
員
は
発
災
後
休
み
な
し
で
働
い

て
い
る
状
態
で
あ
っ
た
。
収
集
し
た
ご
み
は
、
長
田

区
の
南
駒
栄
公
園
や
駒
ケ
林
公
園
の
臨
時
中
継
所
、

苅
藻
島
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
（
ご
み
焼
却
工
場
）
及

び
西
区
の
布
施
畑
環
境
セ
ン
タ
ー
（
処
分
場
）
等
へ

搬
入
。

エ
　
作
業
状
況

▲
長
田
区
に
お
け
る
ご
み
収
集
活
動
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作
業
時
間
は
八
時
～
十
九
時
（
平
均
）
。

　
集
積
場
所
の
ご
み
の
一
部
を
収
集
し
て
処
分
場
に

搬
入
し
、
後
は
残
し
た
ま
ま
で
次
の
集
積
場
所
へ
行

く
方
法
の
繰
り
返
し
で
、
市
内
は
交
通
渋
滞
が
激
し

い
た
め
、
一
車
一
日
二
上
二
か
所
の
収
集
が
限
界
で

あ
り
、
収
集
車
の
活
動
が
思
う
に
ま
か
せ
ず
、
排
出

さ
れ
る
量
に
ご
み
処
理
が
追
い
つ
か
な
い
状
態
で
あ
っ

た
。

オ
　
ご
み
中
継
輸
送
活
動

　
ご
み
中
継
輸
送
業
務
は
、
中
央
区
の
小
野
浜
公
園

臨
時
中
継
所
で
ご
み
を
積
載
し
て
処
分
地
へ
輸
送
す

る
方
法
で
行
っ
て
い
る
が
、
中
継
基
地
で
は
東
京
都

と
横
浜
市
が
、
先
着
応
援
し
て
い
る
名
古
屋
市
の
指

揮
下
に
入
り
、
従
事
し
た
。

　
作
業
方
法
は
、
ご
み
収
集
車
が
収
集
し
て
き
た
ご

み
を
中
型
・
大
型
無
益
車
に
積
み
替
え
て
西
区
の
布

施
畑
環
境
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
北
区
の
淡
河
環
境
セ
ン

タ
ー
へ
搬
入
す
る
方
法
で
行
っ
た
が
、
名
古
屋
市
と

同
じ
量
を
処
理
す
る
た
め
に
、
前
日
の
最
後
の
作
業

で
処
分
地
へ
搬
入
で
き
な
か
っ
た
分
を
、
翌
朝
六
時

に
出
発
し
て
処
分
地
へ
搬
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

作
業
時
間
、
走
行
距
離
（
平
均
百
五
十
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
）
と
も
に
多
か
っ
た
。

　
ま
た
、
建
物
の
解
体
撤
去
工
事
が
本
格
化
し
て
き

た
た
め
、
廃
材
や
瓦
傑
等
を
積
載
し
た
ダ
ン
プ
や
ト

ラ
ッ
ク
が
非
常
に
多
く
、
処
分
地
に
向
か
う
道
路
は

終
日
渋
滞
し
て
お
り
、
作
業
効
率
は
悪
い
状
態
で
あ
っ

た
。

ヵ
　
作
業
処
理
量

　
正
確
な
検
量
が
行
わ
れ
て
い
な
い
た
め
推
定
量
で

あ
る
が
、
第
四
次
隊
ま
で
の
延
べ
二
十
七
日
間
の
ご

み
収
集
量
は
、
約
千
四
百
ト
ン
、
輸
送
量
は
約
六
百

ト
ン
、
合
計
二
千
ト
ン
で
あ
っ
た
。

④
－
特
に
留
意
し
た
点
等

ア
　
建
物
の
損
壊
等
の
た
め
非
常
に
危
険
な
場
所
が

あ
る
こ
と
や
、
道
路
が
狭
く
な
っ
て
い
る
た
め
、
走

行
し
に
く
い
う
え
、
一
部
の
道
路
は
ほ
と
ん
ど
無
法

地
帯
化
し
て
お
り
、
一
方
通
行
路
で
も
逆
走
し
て
く

る
車
が
多
く
、
信
号
無
視
や
一
時
停
止
な
し
で
路
地

か
ら
バ
イ
ク
や
自
転
車
等
が
飛
び
出
し
て
く
る
た
め
、

し
っ
か
り
し
た
安
全
確
認
が
必
要
な
状
態
で
あ
っ
た
。

イ
　
収
集
業
務
、
中
継
業
務
と
も
に
車
両
用
燃
料
が

不
足
し
て
い
る
た
め
、
朝
八
時
に
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン

ド
で
給
油
し
て
か
ら
活
動
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状

態
で
あ
っ
た
。

ウ
　
市
内
の
各
所
で
倒
・
損
壊
し
た
建
物
の
撤
去
作

業
が
行
わ
れ
て
い
る
た
め
、
街
中
ど
こ
で
も
ほ
こ
り

が
ひ
ど
く
、
防
塵
マ
ス
ク
が
必
要
と
な
っ
た
。

６
-
派
遣
中
の
後
方
支
援

①
－
現
地
と
の
連
絡
体
制

　
効
果
的
か
つ
円
滑
な
活
動
を
行
う
た
め
、
毎
日
定

時
及
び
適
時
の
電
話
連
絡
体
制
で
臨
み
、
現
地
の
状

況
確
認
を
行
い
、
派
遣
隊
か
ら
の
要
望
に
つ
い
て
は

迅
速
に
対
処
す
る
と
と
と
も
に
、
現
地
の
情
報
に
つ

い
て
後
発
隊
へ
伝
達
を
行
っ
て
き
た
。

②
－
物
資
の
補
給

　
第
一
次
隊
か
ら
の
連
絡
に
よ
る
と
、
現
地
の
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
の
状
況
は
、
電
気
は
復
旧
し
て
い
る
が
、

ガ
ス
・
水
道
は
供
給
停
止
の
状
態
で
、
特
に
水
が
不

足
し
て
い
る
と
の
情
報
の
た
め
、
第
二
次
隊
は
四
百

八
十
リ
ッ
ト
ル
の
水
を
ポ
リ
容
器
に
詰
め
て
持
参
し

た
。

　
食
事
に
つ
い
て
は
毎
回
、
神
戸
市
で
用
意
し
て
い

た
だ
い
て
い
る
が
、
フ
ァ
ス
ト
フ
ー
ド
が
中
心
で
野

菜
が
不
足
し
て
い
る
状
態
で
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
、

白
菜
等
の
野
菜
を
持
参
す
る
等
、
隊
員
の
健
康
と
作

業
に
影
響
が
生
じ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
、
体
力
維

持
に
留
意
し
た
。

７
一
今
後
の
災
害
対
策
に
生
か
す
べ
き
対
策

　
大
地
震
発
生
後
一
か
月
以
上
を
経
過
し
、
現
在
、

被
災
地
で
は
ガ
ス
・
水
道
・
交
通
等
の
復
旧
活
動
が

連
日
続
け
ら
れ
、
震
災
復
興
に
向
け
た
街
づ
く
り
へ

の
準
備
も
始
め
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
が
、
今
回
の

大
震
災
で
の
貴
重
な
経
験
等
を
生
か
し
て
、
局
と
し

て
災
害
発
生
時
に
効
果
的
に
廃
棄
物
処
理
等
が
で
き

る
よ
う
、
次
の
よ
う
な
項
目
を
中
心
に
具
体
的
な
検

討
を
行
い
た
い
。

①
－
震
災
に
よ
る
被
害
や
影
響
が
予
想
さ
れ
る
も
の

（
廃
棄
物
処
理
関
係
）

ア
　
断
水
等
に
よ
る
ト
イ
レ
の
使
用
不
能
へ
の
対
応

イ
　
焼
却
工
場
の
機
能
停
止
や
能
力
の
低
下

ウ
　
収
集
事
務
所
及
び
収
集
車
へ
の
被
害

工
　
職
員
自
身
の
被
災
に
よ
る
収
集
計
画
等
へ
の
影

響オ
　
倒
・
損
壊
し
た
建
物
の
解
体
等
に
よ
る
、
大
量

の
廃
棄
物
の
発
生
等

②
－
具
体
的
な
検
討
項
目

　
こ
れ
ら
に
対
応
し
て
い
く
た
め
、
次
の
よ
う
な
項

目
に
つ
い
て
の
具
体
策
を
検
討
す
る
。

ア
　
職
員
の
確
保
及
び
連
絡
体
制
の
確
立

イ
　
情
報
収
集
の
た
め
の
手
段
の
確
立

ウ
　
ご
み
・
し
尿
収
集
体
制
の
確
保
（
被
害
状
況
に
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応
じ
た
柔
軟
か
つ
臨
機
の
計
画
の
樹
立
）

エ
　
仮
設
ト
イ
レ
の
確
保
と
迅
速
な
設
置

オ
　
焼
却
工
場
の
機
能
確
保
策
の
検
討

カ
　
廃
棄
物
の
一
時
貯
留
場
所
の
確
保

キ
　
重
要
書
類
の
分
散
管
理

ク
　
災
害
時
に
お
け
る
他
都
市
と
の
連
携
、
応
援
体

制
の
確
立

　
こ
れ
ら
の
個
々
の
項
目
ご
と
の
具
体
的
内
容
は
、

誌
面
の
都
合
上
省
略
す
る
が
、
こ
の
他
に
も
様
々
な

点
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
、
「
い
ざ
」
の
事
態
に
備

え
て
い
き
た
い
。

　
な
お
、
今
回
の
応
援
業
務
に
従
事
し
た
職
員
か
ら

の
、
現
地
で
の
貴
重
な
体
験
に
基
づ
く
災
害
対
応
に

関
す
る
意
見
等
に
つ
い
て
は
、
あ
ら
た
め
て
聴
取
す

る
機
会
を
設
け
て
、
今
後
の
環
境
事
業
局
の
災
害
対

策
に
反
映
し
て
い
き
た
い
。

８
－
お
わ
り
に

　
今
回
の
神
戸
市
へ
の
ご
み
収
集
応
援
活
動
に
お
い

て
、
各
隊
と
も
に
隊
長
・
副
隊
長
の
強
力
な
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
の
も
と
に
、
良
好
な
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
発
揮

し
て
各
隊
員
が
全
力
を
尽
く
し
て
従
事
し
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
横
浜
市
が
収
集
・
運
搬
し
た
量
は
、
ほ

ん
の
わ
ず
か
で
し
か
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
横
浜
市

の
働
き
振
り
に
対
し
て
は
、
発
災
後
の
悪
条
件
の
中

で
一
日
の
休
み
も
な
く
活
動
を
続
け
て
い
る
神
戸
市

環
境
局
の
職
員
の
方
々
か
ら
大
き
な
感
謝
を
い
た
だ

き
、
恐
縮
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
神
戸
市
内
に
推
定
一
千
万
ト
ン
も
の
廃
棄
物
が
山

の
よ
う
に
排
出
さ
れ
て
い
る
状
況
の
中
で
、
ど
れ
だ

け
貢
献
で
き
た
の
か
と
考
え
る
と
大
変
心
苦
し
い
思

い
が
す
る
と
と
も
に
、
被
災
地
で
の
想
像
を
絶
す
る

緊
急
特
集
・
横
浜
市
職
員
が
見
た
阪
神
・
淡
路
大
震
災
②
現
地
派
遣
職
員
の
報
告

困
難
な
状
況
の
中
で
、
貴
重
な
体
験
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
様
々
な
点
に
つ
い
て
学
ば
せ
て
い
た
だ
い
た

こ
と
を
、
逆
に
感
謝
申
し
あ
げ
た
い
。

　
終
わ
り
に
、
第
一
次
派
遣
隊
の
副
隊
長
を
務
め
た

旭
事
務
所
の
青
田
副
所
長
が
、
現
地
で
活
動
中
に
神

戸
市
民
か
ら
話
し
か
け
ら
れ
た
「
こ
ん
な
こ
と
で
我
々

は
負
け
て
い
ら
れ
な
い
。
我
々
は
き
っ
と
元
の
神
戸

に
し
て
見
せ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
四
年
か
五
年
、
あ
る

い
は
も
っ
と
か
か
る
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
、
元
に

戻
っ
た
素
晴
ら
し
い
神
戸
の
街
を
も
う
一
度
確
か
め

に
来
て
く
だ
さ
い
」
の
言
葉
と
、
同
氏
の
次
の
言
葉

で
締
め
く
く
り
た
い
。

「
神
戸
市
の
復
旧
に
関
わ
っ
た
一
人
と
し
て
、
神

戸
市
民
の
方
々
に
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
あ
げ
る
と

と
も
に
、
『
蘇
れ
神
戸
』
と
声
援
を
送
る
」

Λ
環
境
事
業
局
総
務
部
次
長
総
務
課
長
Ｖ
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